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概要

●不正競業事件の処理について､ 訴訟提起前の準備から判決､ 和解 ･調停に至る手続の流れに沿って詳しく解説した実務書です｡
●商品 ･営業主体混同行為､ 商品形態模倣行為､ 営業秘密侵害行為､ドメイン名の不正使用や不公正な取引行為など､
　不正競業訴訟の類型ごとに､ その理論と実務を解明しています｡
●主文記載例や訴状､ 仮処分申立書､ 文書提出命令申立書など各種の文例 ･書式を豊富に収載してあります｡
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